
生活安全部      生徒会本部 での取組 

◎実施したこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今後継続したいこと 

・ストップいじめ・いじめ撲滅への取組（既存の取組の改善・新しい取組の実施など） 

・交通安全を呼びかける取組（新聞の作成やアンケートの実施など） 

①交通安全への意識を高める取組 

・月に１回、自分自身の自転車の乗り方について振り返るためのアンケートを実施、その後朝会や 

生徒会新聞で結果を報告し、安全意識が高まるよう呼びかけを行った。 

・１学期から継続して、「正しいヘルメットのつけ方」などについて呼びかけ、より安全な自転車通学に 

向けて取り組んだ。 

【生徒の感想】 

・自分たち自身でアンケートを作成し、分析したことで、学年ごとの違いがわかった。 

・生徒会本部として、呼びかけていく重要性を改めて感じた。 

③PTA本部主催 「防災フェア」への参加 

・１１月２日（土）、PTA本部主催の「防災フェア」に新旧生徒会で 

 参加した。参加することによって、学校の代表である生徒会本部の 

防災意識を高めること・そして参加して学んだことを全校生徒に 

伝えることが参加の目的であった。 

・さまざまな活動を実際に体験することで、備えの重要性やいざと 

いう時の勇気の必要性がわかり、有意義なものになった。 

【生徒の感想】 

・いざというときに役に立つことをたくさん学ぶことができた。 

・周りに人がいなかったときに、自分が助けなければならないという意識を持ちながら取り組み、 

正しい方法を学ぶことができて良かった。 

②「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」に係るいじめ撲滅の取組 

・さいたま市全校で実施されている「さいたま市ストップいじめ！子ども 

サミット」に関連し、川通小・上里小と小中合同で子ども会議を実施。 

いじめを撲滅するための取組について話し合った。 

・「あいさつの活性化」や「やさしさの木」の取組を計画し、心が温まり、 

安心して生活できる学校を目指して継続して取組を行っていく。 

【生徒の感想】 

・「いじめを起こさせない」という事前の取組と、「撲滅する」という起き 

た後の取組があることを知り、どちらも重要であるとわかった。 

・あいさつはすべての基本であるため、まず自分たちから見本となるように行動したい。 


